
一
湊Ｔ

、

茨
城
一爵
専
、
東
大
、
筑
渡
大
学
な
ど

行
わ
れ
て
い
な
い
。

今
回
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
海
洋
酸

性
化
を
は
じ
め
と
す
る
海
洋
環
境
変

動
が
海
洋
生
物
の
整
理
代
謝
妊
及
ぼ

す
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
琶

的
に
、
新
た
な
標
鍛
法

「リ
バ
ー
ス

ラ
ジ
オ
ア
イ
ツ
ト
ー
プ
標
識
法
」
を

繭
発
。
海
洋
酸
性
化
が
二
枚
興
類
の

石
灰
化

・
軟
体
部
形
成
へ
与
え
る
影

書
を
評
価
し
た
。

同
手
法
は
天
然
に
約
ｌ
兆
分
の
１

橿
度
し
か
な
い
放
射
性
炭
素
Ｃ
Ｈ
を

活
用
し
た
慶
素
源
推
定
法
で
、
海
洋

酸
性
化
環
境
を
再
現
す
る
た
め
に
こ

れ
を
含
ま
な
い
化
石
燃
料
起
源
の
Ｃ

Ｏ
ｒ
を
実
験
水
纏
に
添
加
。
自
然
環

境
に
は
”
世
紀
に
行
わ
れ
た
大
気
核

実
験
の
影
響
で
Ｃ
ｌ４
が
含
ま
れ
る

が
、
化
石
燃
料
越
源
の
ガ
ス
に
は
Ｃ

Ｈ
は
含
ま
れ
な
い
た
め
、
こ
の
違
い

を
利
用
す
る
。
放
射
性
炭
素
Ｃ
ｌ４
を

含
む
現
在
の
海
水
で
培
養
し
た
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
を
餌
と
し
て
生
物
を
銅
育

す
る
こ
と
で
、
酸
性
化
海
水
や
餌
起

源
の
麦
素
寄
等
率
を
推
定
で
き
る
。

実
験
で
は
圏
本
に
お
け
る
菫
要
な

水
産
種
で
あ
る
こ
枚
興
一ア
カ
ガ
イ
」

を
用
い
て
、
２
０
１
３
年
に
海
洋
生

物
環
境
研
究
所
実
証
試
験
場
で
、
同

研
究
グ
ル
ー
プ
が
独
自
開
発
し
た
二

酸
化
炭
素
分
歴
制
御
シ
ス
テ
ム

「
Ａ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
２
」
を
用
い
て
実
施
さ
れ

た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、
高
精
度
に
二

酸
化
炭
素
分
圧
を
制
御
し
、
大
量
の

海
水
を
か
け
流
す
方
式
を
採
用
し
、

員
類
や
サ
ン
ゴ
類
、
魚
類
な
ど
の
大

型
の
生
物
が
鋼
育
で
き
る
と
幹
う
。

同
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
水
轟
飾

度
Ｃ
条
件
下
で
、
二
酸
・化
炭
素
分
圧

を
４
６
３
、
６
５
３
、
８
７
２
、
１

１
３
７
、
１
３
３
７
μ
ａ
ｔ
識
の
６

段
階
に
設
定
し
、
酸
性
化
実
験
を
実

施
．
１
歳
の

一ア
カ
ガ
イ
」
を
８
遷

問
鋼
育
後
に
、
員
類
の
殻
や
エ
サ
の

種
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
海
水
試
料
な

ど
を
採
取
し
て
東
京
大
学
大
気
海
洋

研
究
所
高
解
像
度
環
境
解
析
研
究
セ

ン
タ
ー
の
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ー
ジ
加
速

誘
質
量
分
析
計
で
、
放
射
性
炭
素
国

位
体
分
析
を
行

っ
た
。

そ
の
結
果
、
殻
形
成
は
海
水
に
溶

存
す
る
炭
素
が
主
な
慶
素
源
で
、
酸

性
化
に
よ
る
炭
素
源
の
寄
与
率
に
は

変
化
が
な
か

っ
た
。
先
行
研
究
で
行

わ
れ
た

「ア
サ
リ
一
で
は
酸
性
化
で

員
穀
の
形
成
量
が
低
く
な
り
、
員
穀

に
お
い
て
エ
サ
由
来
の
炭
素
源
の
寄

与
率
が
増
加
す
る
棲
向
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
今
園
実
験
に
用
い
ら
れ
た

「ア
カ
ガ
イ
」
は
酸
性
化
に
対
し
殻

形
成
に
耐
性
が
あ
り
、

「ア
サ
リ
」

は
脆
弱
な
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、
酸
性
化
の
影
響
は

種
に
よ
り
異
な
り
、
穀
形
成
炭
素
源

の
違
い
は
酸
性
化
海
水
条
件
下
に
よ

る
生
理
応
答
の
違
い
が
表
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

西
爾
特
任
魏
教
の
議

『現
在
は
別

種
の
員
類
や
魚
類
な
ど
で
問
様
の
海

洋
酸
強
化
実
験
を
実
施
し
て
お
り
、

務
洋
酸
性
化
に
よ
る
内
骨
格

・
外
骨

格
を
作
る
生
物
へ
の
影
響
を
調
べ
て

い
ま
す
。
枝
射
性
問
位
体
に
よ
る
炭

素
源
推
定
や
、
安
定
聞
位
体
比

・
微

菫
元
素
分
析
も
合
わ
せ
て
、
曇
纏

形

成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
応
答
を
調
べ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
リ
バ
ー

ス
ラ
ジ
オ
ア
イ
ン
ト
ー
プ
穣
議
法
は

様
々
な
海
洋
生
物
に
応
用
で
き
る
手

法
で
、
将
来
の
環
境
変
化
に
対
す
る

生
物
の
脆
弱
性
を
評
価
す
る
上
で
重

要
と
考
え
、
醤
及
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
な
い
ま
す
」

員
類
の
殻
・軟
体
部
形
成
に
関
与

炭
素
源
推
定
と
海
洋
酸
性
化
影
響

「安
全
・安
価
」
評
価
に
炭
薫
鷲
活
驚

稼
城
工
業
高
等
奪
門
学
校
国
際
創
造
工
学
料
の
西
爾
梢
さ
ん

（現
在
は
筑
液
大
学
生
命
環
境
系
特
任
動

教
）
と
東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所
の
構
山
祐
輿
教
授
、
筑
波
大
学
な
ど
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
天
然
曲

来
の
放
射
性
炭
素
醍
を
活
用
し
た
炭
素
標
識
法
「リ
バ
ー
ス
ラ
ジ
オ
ア
イ
ツ
ト
ー
プ
標
識
法
」
を
開
発
し
、

海
洋
酸
性
化
が
海
洋
生
物
の
生
理
代
謝

へ
及
ぼ
す
影
響
を
評
価
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
と
発
表
し
た
。

Ｃ
ｌ４
穣
議
物
質
を
用
い
た
従
来
法
よ
り
、
安
全

・
安
価
に
海
洋
生
物
の
炭
素
源
を
推
定
で
き
る
。
海
洋
酸

性
化
に
対
す
る
海
洋
生
物
の
耐
性
評
価

へ
の
活
用
や
警
及
が
鶏
鋳
さ
れ
る
。
成
果
は
英
爾
生
態
学
会
の
オ

ン
ラ
イ
ン
学
術
誌

「〓
魚
一螢
ア
ゴ
苺
Ｌ
金髪

鷲
（一
一一ご
壼
〓
」
誌
５
月
Ｈ
類
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

人
間
活
動
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排

出
の
増
加
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
纂

に
な

っ
て
い
る
。
海
洋
で
も
二
酸
化

炭
素
が
海
水
に
溶
け
込
む
騒
が
増
加

す
る
こ
と
で
ｐ
Ｈ
低
下
に
よ
る
海
洋

酸
性
化
が
進
行
。
海
洋
酸
性
化
は
、

員
類
や
サ
ン
ゴ
、
棘
皮
動
物
、
有
孔

菫
な
ど
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

（Ｃ
ａ
Ｃ

Ｏ
●
）
の
穀
を
つ
く
る
生
物
に
必
要

な
海
水
中
の
炭
酸
イ
オ
ン
の
量
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
か
ら
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
評
価
は
ま
だ

″ _́_´‐‐~


